平成27年5月20日
宿泊施設関係者　　様

松山市消防局長

（予防課扱い）

宿泊施設に係る防火対策の更なる徹底について
時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　日頃は、本市の消防行政の推進にご協力をたまわり、厚く御礼申し上げます。
さて、平成27年5月17日午前2時頃に発生した神奈川県川崎市の簡易宿泊所の火災では、建物２棟が全焼し、5名が死亡、19名が負傷（5月19日現在）するという重大な被害が発生しております。
現在のところ、関係機関にて出火原因等を調査中ですが、貴宿泊施設におかれましても、下記の事項に留意していただくとともに、従業者への指導及び教育を徹底し、火災予防に万全を期されますようお願い申し上げます。
記

１　建物の周囲に燃えやすい物を放置しない。また、定期的な巡視を行うなど、放火防止対策を徹底すること。

２　火気管理を適切に実施すること。
（１）客室に限らず、施設内全体の喫煙管理及び吸殻の処理を徹底すること。

（２）コンロ、フライヤー等火気使用中はその場を離れない。また、厨房のフードや排気ダクト、

グリル等に付着した油かすなどに着火しないよう、定期的な清掃や始業点検を心掛けるとともに、厨房機器等の火気使用設備については、過熱防止装置などの出火防止機能に優れた機器等の使用を推進すること。

(３) ＯＡ機器や電気機器を多数使用する場合は、配線の過負荷及び劣化、損傷による電気火災に注意し、コンセント・配線類の点検を定期的に行うこと。
３　階段、通路などの避難経路及び防火戸・防火区画等の管理を徹底すること。
４　寝具・布張り家具（ソファー等）に防炎性能を有する製品の使用を推進すること。
５　宿泊名簿等で宿泊者数を管理し、在館又は外出の別を把握するよう努めること。
６　宿泊受付時の説明や宿泊室の見やすい箇所に避難経路図を掲示するなどにより、宿泊者に対し避難口及び避難方法を分かりやすく教示すること。
７　万一火災となった場合の初期消火、通報、避難誘導などの要領及び役割について、従業員に周知徹底するとともに、夜間を想定した消防訓練等を実施するなど、防火管理体制の強化を図ること。
８　消防用設備を適切に維持管理し、点検報告に不備がある場合は早急に改修すること。　
以上
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